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FromプラネットVol.228                                                 ＜家の片付けに関する意識調査＞ 

 

 

 

  国内1,500社超が利用する日用品流通の情報基盤を運営する株式会社プラネット （所在地：東京都港区、代表取締役

社長：坂田政一） は消費財や暮らしにまつわるトピックスをお届けする 『Fromプラネット』 の第228号として、家の片付け

に関する意識調査（対象4,000人）の結果をご紹介します。未掲載のデータ提供や当社担当者が解説を差し上げることも

できますので、お気軽にお問い合わせください。 

※回答率（％）は小数点第2位以下を四捨五入し同第1位までを表示しています。そのため、内訳の合計と表示値が異なる場合があります。 

■ “片付けに苦手意識” “家が片付いていない” が半数超 

いまいる部屋を見回して、または自分の家を思い浮かべて、「きれいに片付いている」「散らかっている」、どちらの

感想を持つでしょうか。「年末に大掃除をしたのに、すでに物が散らかりはじめている…」という人もいるかもしれま

せん。今回は、家の片付けについて、いろいろとたずねてみました。（※今回の調査では、「片付け」は家庭内にある物を整理・

整頓、収納し、不要な物は捨てることを指し、汚れを落とす「掃除」は含みません。） 

まずは基本的なこととして、片付けが得意かをたずねた結果が図表1です。「得意」8.5％、「やや得意」28.8％の一

方で、最多となったのは「あまり得意でない」43.0％、「苦手」も19.7％と、約3分の2の人が片付けに苦手意識を持っ

ていることがわかりました。また、家が片付いているかについては（図表2）、「片付いている」は7.7％にとどまり、「大

体片付いている」「あまり片付いていない」がともに37％台、「片付いていない」は17.3％となりました。「あまり片付い

ていない」を含む “片付いていない” は55.1％となり、過半数の人が片付けが苦手、家が片付いていない、あるい

はその両方、ということのようで

す。 

両結果を属性別にまとめたの

が「詳細データ」の表です。性

年代別では、男性30代、女性

20代で “片付けが得意（①＋

②）”  が全体よりも高率です

が、男性は年代が上がるほど

に低下傾向にある一方で、女

性は年代差が比較的少ない印

象です。これを反映してか、“家

が片付いている（③＋④）” 

は、女性では60代以上が50％

台にのぼり、男性の同年代より

10ポイント以上上回ります。家

にある物の量別では、「多い」と

した人のうち “片付けが得意” 

と “片付いている” ともに2割

程度ですが、「少ない」人は前

者が5割超、後者は約7割と大

差が。物が増える一因でもある

衝動買い度別も同様の傾向が

みられました。物が多いから片

付かないのか、片付けが不得

意だから物が増えてしまうの

か、興味があるところです。  

家の片付けに過半数が “苦手意識” 

〜片付かない理由トップは「○○だから」、片付けが難しいものは？〜 

”〜 

図表 1 「あなたは片付けが 

得意ですか」への回答  

 

 

 
■詳細データ（性別・性年代別・物の量別・衝動買い傾向別） 

 

 

図表 2 「あなたの家は 

片付いていますか」への回答  
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■ “気持ちいい” “見た目のよさ” をめざして片付け 

図表2で家が「片付いている」「大体片付いている」と回答した1,799人に、片付けを行う理由について聞いてみまし

た（図表3）。57.3％と最も多くの人が挙げたのが「気持ちいいから」で、「見た目がよいから」が5.2ポイント差でこれに

続きました。収納スペースに物がきっちり収まり、テーブルの上が整理整頓されていると、すっきり晴れ晴れした気

分になりますね。「片付いていたほうが衛生的だから」という人も46.3％いました。 

男女および性年代別にみると、「来客が多いか

ら」で男性が若干上回るほかは女性のほうが高

率を示し、特に「気持ちいいから」と「片付いてい

たほうが衛生的だから」は女性が10ポイント以上

上回りました。男女とも20・30代では「見た目がよ

いから」が「気持ちいいから」を上回ってトップと

なっており、若年層は “見た目のよさ” が片付

けのモチベーションになるのでしょうか。「気持ち

いいから」は女性の50代以上では6割を超え、特

に70代以上では74.3％と4分の3にのぼります。

「生活スペースが狭くなるから」は男女とも40・50

代がピークになっているのは、家族構成の変化

や子どもの成長も背景にありそうです。 

■ 家が片付かないのは “面倒だから”？ “物を捨てられないから”？ 

逆に、家が片付いていない理由は何なのか、図表2で「あまり片付いていない」「片付いていない」と回答した2,201

人にたずねてみました（図表4）。44.8％と最多だったのが「面倒だから」で、これに「物を捨てられないから」40.7％、

「片付けが苦手だから」35.5％が続きました。男女別にみると、男性は「面倒だから」が「物を捨てられないから」を8

ポイント上回る一方で、女性は0.5ポイントの僅差ながら「物を捨てられないから」が上回っています。また「家族が散

らかしたままにするから」は男性12.7％に対し女性26.2％と、13.5ポイントもの大差が。こうした男女の意識差が、片

付けをめぐっての行き違いの種になっていそうです。 

性年代別では、「物を捨てられないから」は男女とも若年層で低率にとどまりますが、年代が上がるにつれて値が

上昇する傾向にあり、男性70代以上と女性60代では半数超にのぼります。「物を処分すべきかの判断が難しいから」

も同様の傾向であることから、年齢を重ねるにつれて物が増え、取捨選択の判断も含めて片付けが難しくなるという

ことなのでしょうか。「収納スペースが少ないから」や「優先順位が低いから」「家族が散らかしたままにするから」は

女性の30～50代で高い傾向にあり、図表3の「生活スペースが狭くなるから」片付けるのと同様の要因が影響してい

そうです。また、「疲れているから」が男性20代で2位、同30代と女性20代で3位というのも少し意外な気がします。 

物の量別では、“多い” 人の52.9％が「物を捨てられないから」としたのは納得ですね。ほかに4項目が3割超に。

片や、 “少

ない” 人の

首位は「面

倒」と「片付

けが苦手」

が 19.2％で

並び、全体

6位の「優先

順位が低い

から」が3位

となったの

は、興味深

いところで

すね。  

図表 3 「片付けを行う理由」への回答 （性別・年代別、複数回答） 

 

 

(%)

n=
気持ち

いいから

見た目が

よいから

片付いて

いたほうが

衛生的

だから

ものを

探すのが

楽だから

生活

スペースが

狭くなるか

ら

ものに

つまずくなど

危険だから

来客が

多いから

全体 1799 57.3 52.1 46.3 40.4 40.2 18.3 2.8
性 男性 807 51.7 47.5 39.8 35.2 39.3 15.6 2.9

別 女性 992 61.9 55.8 51.6 44.7 40.9 20.6 2.8
男性・20代 73 41.1 47.9 37.0 27.4 41.1 24.7 5.5
男性・30代 36 38.9 41.7 33.3 25.0 27.8 19.4 8.3
男性・40代 67 52.2 52.2 44.8 32.8 43.3 16.4 1.5
男性・50代 162 56.2 51.9 48.1 32.7 45.7 16.0 3.7
男性・60代 206 49.0 48.5 42.7 40.8 39.3 9.2 2.4
男性・70代以上 263 55.5 43.3 32.7 36.5 35.4 17.1 1.5
女性・20代 71 46.5 46.5 42.3 40.8 36.6 23.9 9.9
女性・30代 112 43.8 59.8 56.3 45.5 38.4 22.3 3.6
女性・40代 177 57.1 54.8 53.1 41.8 48.6 23.2 2.3
女性・50代 265 65.3 61.9 51.3 48.7 43.8 19.2 1.1
女性・60代 231 68.0 54.5 49.8 41.1 37.2 15.6 2.6
女性・70代以上 136 74.3 49.3 54.4 47.8 36.0 25.0 2.9

　全体より、■＋10ポイント以上　■＋5ポイント以上　■－5ポイント以上　■－10ポイント以上

性

年

代

別

図表 4 「あなたの家が片付いていない理由」への回答 （性別・性年代別・物の量別、複数回答） 

 

（％）

n=
面倒

だから

物を

捨てられ

ないから

片付けが

苦手

だから

物を処分

すべきかの

判断が難

しいから

収納ス

ペース

が少ない

から

優先順位

が低い

から

家族が

散らかした

ままにする

から

疲れて

いるから
忙しいから

物を多め

に買い

がちだから

片付いて

いなくても

気になら

ないから

片付けの

仕方が

わからない

から

体力的に

難しいから

全体 2201 44.8 40.7 35.5 26.4 26.0 24.1 18.9 16.4 14.9 14.3 13.8 10.0 9.4
性 男性 1193 47.4 39.4 33.6 24.4 21.6 20.9 12.7 12.8 13.4 10.4 14.2 7.3 7.2
別 女性 1008 41.8 42.3 37.7 28.8 31.2 28.0 26.2 20.6 16.6 18.9 13.3 13.2 12.0

男性・20代 85 48.2 22.4 25.9 14.1 20.0 18.8 8.2 23.5 14.1 9.4 12.9 5.9 8.2
男性・30代 51 41.2 21.6 33.3 23.5 19.6 25.5 11.8 27.5 21.6 5.9 9.8 9.8 2.0
男性・40代 138 45.7 31.2 29.7 18.1 23.9 18.8 13.0 19.6 18.1 8.7 12.3 8.7 6.5
男性・50代 284 46.8 33.8 30.3 20.1 21.1 24.3 12.7 16.5 18.0 9.2 12.7 7.7 7.4
男性・60代 352 53.7 43.5 38.6 24.1 21.6 19.6 12.2 9.1 12.2 11.4 12.8 7.1 6.3
男性・70代以上 283 41.7 52.3 35.0 35.3 21.9 19.8 14.5 4.6 6.4 12.4 19.4 6.4 9.2
女性・20代 87 48.3 27.6 32.2 21.8 25.3 19.5 18.4 31.0 19.5 20.7 12.6 17.2 10.3
女性・30代 114 40.4 37.7 35.1 27.2 32.5 26.3 25.4 22.8 27.2 20.2 9.6 16.7 12.3
女性・40代 232 46.1 34.5 39.2 25.9 32.3 31.9 31.5 26.3 20.3 16.4 16.4 15.9 8.2
女性・50代 280 43.6 41.1 37.5 26.4 32.1 29.3 28.9 19.3 15.4 22.9 12.1 13.9 10.4
女性・60代 199 37.2 58.8 40.2 34.2 31.7 27.6 23.6 14.1 11.1 17.6 14.6 10.1 14.6
女性・70代以上 96 31.3 49.0 37.5 39.6 28.1 25.0 18.8 12.5 7.3 13.5 11.5 3.1 21.9
多い 900 46.2 52.9 42.3 33.0 31.7 26.8 25.7 20.1 16.9 22.0 14.2 12.6 11.6
やや多い 1058 44.0 36.2 32.7 24.4 23.6 22.8 14.8 13.9 14.2 10.2 13.4 8.2 7.6
やや少ない 191 49.7 15.7 23.0 11.5 17.3 20.9 12.0 14.7 12.6 3.7 12.6 9.4 8.4
少ない 52 19.2 13.5 19.2 7.7 7.7 17.3 7.7 9.6 1.9 3.8 17.3 3.8 13.5

　全体より、■＋10ポイント以上　■＋5ポイント以上　■－5ポイント以上　■－10ポイント以上

物

の

量

別

性

年

代

別
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■ “元に戻す” “位置決め” “処分” …片付けで何を意識する？ 

苦手意識や物が捨てられないなどはあっても、片付けを

行っている人は少なくないはずです。そこで、片付けで意

識していることをたずねてみました（図表5）。最多だった

のは「物を使ったら元の位置に戻す」46.5％に。これは

“基本中の基本”ともいえるかもしれませんね。2位は「物

の定位置を決める」39.6％。この2つを実行すれば、「あ

れ？○○はどこにあったっけ？」と探し物をすることも減り

そうです。「使わない物や不用品を定期的に処分する」と

「こまめに整理する」もおよそ3分の1の人が挙げていま

す。“物の住所を決めて、使ったら元の位置に戻し、不用

品はこまめに整理・処分する” というのが、うまく片付け

るためのポイントなのかもしれません。 

約2割の人が「収納グッズを増やさない」を挙げたのも興

味深いところです。「手始めに、収納グッズを揃えなけれ

ば」と考えがちですが、収納グッズも “物” であることか

ら、「結局は物が増えてしまった…」と本末転倒なことにな

りかねないと考えてのことでしょうか。「リサイクルショップ

やフリーマーケットで不用品を処分する」も15.3％にのぼ

りました。近年はフリマアプリで手軽に不用品の売買がで

きるようになり、“お小遣いかせぎ” を兼ねて活用してい

る人も少なくないでしょう。 

■ “洋服” “日用品” “思い出の物” は片付けづらい 

整理整頓や物の処分を意識しないと、片付いた状態を維持するのは難しいもの。そこで、片付けが難しい物をたず

ねたところ（図表6）、「洋服」37.1％、「日用品、生活雑貨」29.1％、「手紙、思い出の物」28.1％がベスト3となりました。

「洋服」は女性が男性を11ポイント上回り、性年代別では女性30代以下が全体値を下回る一方で同50代以上が40

～50％台と高値を示しました。「手紙、思い出の物」も同様に女性50代以上が全体に比べ高率となりました。シニア

層では、女性では「食器」「家電、布団」「スーパーなどのビニール袋、紙袋」といった生活品が高値ですが、男性で

は「趣味の物」「書籍」「本、雑誌、新聞」が高い傾向にあり、明確な男女差がみられました。若年層では物を持たな

い生活を意識してか、全体値に比べて各項目で低率にとどまりますが、女性の20～40代では「化粧品、ファッション

雑貨」が高値を示しているのは納得できますね。物の量別では、“少ない” ほど各項目で低率となっており、特に

「洋服」「趣味の物」「日用品、生活雑貨」「本、雑誌、新聞」で “多い” との差が20ポイント超に及びました。  

図表 5 「片付けで意識していること」への回答 （複数回答） 

 
男女差青字・・・男性の方が数値が高い

意識していることはない

収納スペース以外の場所に

物を置かない

リサイクルショップやフリーマーケットで

不用品を処分する

片付けをルーティン化する

家に人を招く

本や動画などで収納や片付けの

テクニックを学ぶ

トランクルームを利用する

収納グッズを増やさない

物を使ったら元の位置に戻す

物の定位置を決める

使わない物や不用品を

定期的に処分する

こまめに整理整頓する

一定期間使わなかった物は

処分する

46.5

39.6

36.4

33.7

21.7

19.5

18.3

15.3

14.0

4.5

3.4

1.4

17.1

0% 25% 50%

(n=4000)

図表 6 「片付けが難しいと思う物」への回答 （性別・  性年代別 ・ 物の量別、複数回答） 

 

（％）

n= 洋服
日用品、

生活雑貨

手紙、

思い出の

物

趣味の物 書類

本、

雑誌、

新聞

食器
家電、

布団

スーパー

などの

ビニール

袋、紙袋

パソコン、

デジタル

機器、

周辺機器

CD、

DVD、

ゲームなど

のソフト

化粧品、

ファッション

雑貨

食品 特にない

全体 4000 37.1 29.1 28.1 25.3 23.3 21.6 14.3 14.2 14.0 12.3 10.7 8.7 8.3 15.8
性 男性 2000 31.6 29.2 22.5 28.2 24.6 24.2 11.5 12.4 10.8 15.1 11.9 4.3 5.4 18.3
別 女性 2000 42.6 29.0 33.8 22.3 22.0 19.0 17.2 15.9 17.1 9.6 9.5 13.1 11.2 13.4
男性・20代 158 14.6 24.7 12.7 27.2 18.4 16.5 5.7 11.4 9.5 13.3 9.5 5.1 6.3 31.0
男性・30代 87 21.8 25.3 17.2 19.5 18.4 17.2 11.5 9.2 4.6 10.3 11.5 8.0 6.9 31.0
男性・40代 205 24.9 21.5 20.0 25.4 15.6 19.0 9.8 11.2 11.7 12.7 13.2 6.8 3.9 20.5
男性・50代 446 30.9 27.4 21.3 29.4 23.5 24.7 9.2 9.9 10.3 13.9 15.2 4.5 3.8 19.5
男性・60代 558 33.2 29.6 23.3 26.5 26.7 24.9 12.7 12.5 8.4 17.2 10.9 2.7 6.6 15.9
男性・70代以上 546 39.6 35.2 27.1 31.7 29.3 28.4 14.3 15.6 14.7 15.9 10.3 3.8 5.5 13.0
女性・20代 158 34.2 19.6 23.4 26.6 13.9 15.8 7.0 10.8 12.0 8.9 12.0 18.4 8.2 19.6
女性・30代 226 35.8 24.3 30.5 27.0 19.9 18.6 13.3 14.6 12.8 9.3 12.8 15.5 12.4 19.0
女性・40代 409 39.6 31.1 28.9 22.7 22.7 21.8 12.5 14.2 18.1 9.0 9.8 17.4 13.2 14.2
女性・50代 545 44.4 29.2 36.5 20.6 22.4 18.3 14.1 13.9 18.0 9.7 8.3 12.3 12.7 10.1
女性・60代 430 44.9 30.0 39.8 18.4 24.2 18.4 24.4 18.6 18.1 10.9 10.0 10.9 7.7 12.3
女性・70代以上 232 51.3 34.1 35.3 25.4 22.8 19.0 30.2 23.3 19.0 8.2 6.0 5.6 11.6 12.1
多い 1115 49.5 38.4 33.2 34.5 31.0 30.9 21.1 19.4 20.2 15.3 16.7 12.9 11.0 7.7
やや多い 2031 36.4 28.6 28.1 24.7 22.4 21.2 13.5 13.4 12.8 12.3 9.7 7.8 7.2 14.7
やや少ない 692 24.0 19.1 22.7 15.6 15.3 11.0 7.8 9.0 9.1 7.8 5.9 5.6 7.2 26.4
少ない 162 15.4 14.2 16.7 9.3 14.2 7.4 6.2 9.9 6.8 10.5 2.5 3.7 7.4 40.1

　全体より、■＋10ポイント以上　■＋5ポイント以上　■－5ポイント以上　■－10ポイント以上

物

の

量

別

性

年

代

別
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■ 重い腰を上げるにはどうする？ 

最後に、自宅の片付けで心がけていることやこだわりなどについて自由に回答してもらいました。「一定期間使わ

なかったら処分」「1つ買ったら1つ処分」などのルールを決めていたり、「断捨離」に積極的に取り組んでいたりと、参

考になるような意見も多くありました。その一方で、片付けに関するさまざまな悩みや、家族間の片付けに対する感

覚の差を嘆く声もありました。  

《 自宅の片付けで心がけていること、片付けのこだわりなど 》 

【私の片付け方法】 

● 1年使わなかったら処分すると決めており、洋服、革靴、バッグ、本をゴミ袋2つ分リサイクルショップに売りに

行きました。お金になるしお店のポイントをもらえるし、処分代がかからないからお得です。（女性・30代） 

● 「部屋の乱れは心の乱れ」を教訓にしている。（女性・40代） 

● 体が動く今のうちにと断捨離を始めている。古い服や食器を思い切って捨て、ストックしていたものを使い始め

た。もったいないから壊れるまで使うという考えは、片付かない原因だと気づいた。（女性・50代） 

● 効果が自分に跳ね返ってくることを何度も経験しているので（臨時収入が入る、楽しい情報が手に入るなど）、

「金運が上がる、気持ちがスッキリするからガンバレ、自分！」と自分を鼓舞して行動を起こす。（女性・50代） 

● 思い出はデジタル化する。（女性・50代） 

● 物が散らかり過ぎると片付ける気力が低下して酷くなるので、都度片付けるようにしている。特に子供のおもち

ゃは収拾がつかなくなる。少しの散らかりなら苦にならなくて済む。（男性・40代） 

● 片付けるのが嫌にならないように完璧にするのはやめた。（男性・40代） 

● 親の遺品整理をしてから断捨離するようになった。物を買ったら必ず捨てる習慣をつけている。（男性・50代） 

【片付けたいとは思っていても…】 

● 物がなかなか捨てられなくて、収納ケースに入ったまま何年も使わずに置いてしまう。（女性・40代） 

● 自分の物は捨てられるが、家族のものが捨てられず片付かない。家族に言っても捨てられない性分で、壊れた物

でも捨ててくれない。仕方がないので、ゴミと思えるものでも整理整頓して収納している。（女性・60代） 

● 長年生きていると（88歳）断捨離しなければならないものが沢山あります。1番困るのが思い出の写真。かたづ

けようと見始めると、片づけどころか時間ばかり経ってしまいます。（女性・70代以上） 

● 捨てた後に後悔した物も結構あるため、断捨離の選択はいつも悩む。（男性・60代） 

【埋めがたい⁉ 家族間の「片付けの感覚」差】 

● とにかく旦那さんがモノを買うのが好き。安いと大してデザインがよくなくても買う、持っていても買う、そし

て古いものを使い物にならないようになるまで捨てない。だからどんどんものが増えて、旦那さんの部屋はどん

どん狭くなっていく。早く気づいて片付けてほしい。（女性・40代） 

● 家族（配偶者）が片付けが嫌いで、勝手に片付けると怒ってしまう。せめて自分だけでも不用品を減らし、将来

引っ越しするようになった時に物が多過ぎて困ることがないようにしたいと日々考えている。（女性・40代） 

● 自分1人ではないためどうしても相手と片づけの感覚が合わないところがあるので、以前は全部やってあげてい

たが今は割り切って相手のテリトリーは見なかったことにして自分の周囲だけきれいにしている。（女性・40代） 

● 何回か片付けたけれど、妻と子供がすぐに散らかしてくれるので、もうあきらめました。（男性・50代） 

【片付けで “理想の家” を】 

● ショールームのような家に住みたいと思い、戸建てからマンションに引っ越したのを機にほとんど物を捨てた。

収納ボックスなどは全て白に統一した。モノトーンの部屋を目指し、クローゼットの中も手抜きをしたくない。

（女性・60代） 

● シンプルな生活に憧れているので、ものがほとんど無いような空間が理想だが、不便なのもストレスなので、少

し生活感あるくらいの方が人間らしいかなと、無理はしないのが唯一のこだわりかもしれない。（女性・60代）

風邪の季節には、ショウガと梅干のお湯割りで喉を癒している。（男性・60代） 

● 風邪は鍋がいいと思う。カレー鍋は年中食べられて野菜もたくさん入れて汗をかいて治す。（男性・60代） 
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調査機関：株式会社プラネットによる調査企画をもとに、株式会社ネオマーケティングにて「家の片付け」に関する意識調査を実施。 

期間：2024年12月5日～6日、インターネットで4,000人から回答を得ています。 

株式会社プラネットとは https://www.planet-van.co.jp/  
メーカー、卸売業、小売業がサプライチェーンとして連携し、生活者へのサービス向上を目指して進化を続ける日本の消費財流通を、情報インフラ運営で支え
ている上場企業（証券コード2391）です。 

From プラネットとは https://www.planet-van.co.jp/news/from_planet.html （バックナンバーもご覧になれます） 
株式会社プラネットが発信しているニュースレターです。消費財や暮らしに関する旬なトピックスなどをご紹介しています。 

 

本件に関するお問い合わせ先 
今リリースに掲載していない結果や属性データのご紹介や、当社担当者が解説を差し上げることもできます。 

株式会社プラネット 経営管理ユニット：河合 

E-mail : koho-pr@planet-van.co.jp 

 

《 「家の片付け」に関する意識調査 質問一覧 》 

 

● Q1. あなたは自分で片付けが得意だと思いますか。最も当てはまるものをお答えください。（お答えはひとつ） 

 

● Q2. あなたの家は現在、ものが片付いていると思いますか。最も当てはまるものをお答えください。 

（お答えはひとつ） 

 

● Q3. あなたは、どれくらいの頻度で片付けをしますか。最も当てはまるものをお答えください。 

（お答えはひとつ） 

 

● Q4. あなたが片付けを行う理由は何ですか。当てはまるものを全てお答えください。 

（お答えはいくつでも） 

 

● Q5. あなたの家が片付いていない原因は何だと思いますか。当てはまるものを全てお答えください。 

（お答えはいくつでも） 

 

● Q6. あなたが片付けで意識していることは何ですか。当てはまるものを全てお答えください。 

（お答えはいくつでも） 

 

● Q7. あなたが家の中で片付けが難しい、散らかりやすいと思う場所はどこですか。当てはまるものをすべてお答

えください。（お答えはいくつでも） 

 

● Q8. あなたが片付けが難しいと思うものはなんですか。当てはまるものを全てお答えください。 

（お答えはいくつでも） 

 

● Q9. 片付けのために現在使っている収納グッズと、今後購入したい収納グッズを全てお答えください。 

（お答えはいくつでも） 

 

● Q10. あなたが自宅の片付けで心がけていること、片付けのこだわりなど、自由にお書きください。（自由回答） 

mailto:koho-pr@planet-van.co.jp

